
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 2102 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 論理国語 b 単位数 ２単位 年次 全年次 

使用教科書 「論理国語」 （大修館書店） 

副教材等 「カテゴリー別 コトバ漢字」 （浜島書店） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

評論文を読むことを通して、全体の構成、作者の意図する主張やテーマなどを理解していくこと

をめざします。 

現代日本語文法を学び、それらを意識しながら文章を読むことも行います。 

データの取り方・扱い方も同時に学びます。 

また、学習した文章について、感想を書くなど、自ら発信することにも挑戦しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付け、それらを応用することができる。 

・論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い，自分の思いや考えを広げたり

深めたりすることができるようにする。 

・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとすることができる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・実生活において使用される
漢字を書くこと、読むこと
ができる。 

・評論文において使用される
現代日本語文法について理
解し、そこから筆者の主張
を読み取ることができる。 

・文章や資料を対象化して、その正誤
や適否を吟味したり検討したりす
ることができる。 

・文章や資料に書かれていることか
ら考えられることを自身の言葉を
用いて論理的に説明することがで
きる。 

・言葉によって自分の考えを形
成したり新しい考えを生み出
したりすることができる。 

・言葉から様々なことを感じた
り、感じたことを言葉にした
りすることで心を豊かにする
ことができる。 

・言葉を通じて他者や社会と関
わり自他の存在について理解
を深めることができる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （   ５～１０  ）時間 

  ・書くこと      …  （  ２５～３０  ）時間 

  ・読むこと      …  （  ４０～４５  ）時間 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
半 

文全体の特徴を理解する 
ａ：筆者の発想のしかたを理解する。 

ｂ[読]：筆者の主張をふまえて、自己と他者

について考える。 

ｃ：他者の意見を積極的に読み取ろうとして

いる。また、自己の意見を他者に伝える

ために工夫している。 

・ワークシート 

・発問 

・単元テスト 

・記述の点検 

・発問 

・単元テスト 

・行動の観察 

・記述の点検 

 
［教材］ 

「贈り物」としてのノブレス・オブリ

ージュ 

内田樹 

対比構造の特徴を理解する 

ａ：本文で定義される言葉の意味を理解す

る。 

ｂ[書]：本文で使用される言葉を用いて自

己の考え・意見を述べることができる。 

ｃ：授業を通して他者と積極的に関わろうと

している。また、意見を交換することを通

して自己の向上に努めている。 

・ワークシート 

・発問 

・単元テスト 

・記述の点検 

・発問 

・単元テスト 

・行動の観察 

・記述の点検 

 ［教材］ 

記号的メディアと物理的メディア 

伊藤亜紗 

後

半 

筆者の主張を的確にとらえる 

ａ：接続詞から筆者の主張を導くことができ

る。  

ｂ[書]：筆者の主張を批判的に考え、自身

の考えを記すことができる。 

ｃ：他者の意見を積極的に読み取ろうとして

いる。また、自己の意見を他者に伝える

ために工夫している。 

・ワークシート 

・発問 

・単元テスト 

・記述の点検 

・発問 

・単元テスト 

・行動の観察 

・記述の点検 

 ［教材］ 

「である」ことと「する」こと 

丸山真男 

「歴史」についての考えを深める 
ａ：筆者の歴史に対する考えを理解する。 

ｂ[読]：筆者の歴史観を自己の言葉で批評

する。 

ｃ：授業を通して他者と積極的に関わろうと

している。また、意見を交換することを通

して自己の向上に努めている。 

・ワークシート 

・発問 

・単元テスト 

・記述の点検 

・発問 

・単元テスト 

・行動の観察 

・記述の点検 

 
［教材］ 

無常ということ 

小林秀雄 


